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住所：文京区大塚 1-4-1　中央大学 茗荷谷キャンパス 2階
申込・問合：大塚地域活動センター　オープンスペース企画事務局
　　　　　　（運営：図書館流通センターサポート事業推進室　Myogadani Lab.）
　　　　　　E-mail：otsukaop@gmai l .com

大塚地域活動センター開館時間

月～金　：9:00 ～ 20:00
土日・祝：9:00 ～ 17:00
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大塚地域活動センター（2階）
文京区大塚1-4-1（※会場までの案内は裏面参照）

語ろう！
マイトークから見える
アワストーリー。

▶

大きくひらく、つながる場。

「スペースたかもり」、茗荷谷で漆のギャラリー28年。
茗荷谷の和菓子店・一幸庵の3階に、全国でも珍しい普段使いの漆器専
門ギャラリー「スペースたかもり」を主宰する髙森寛子さん。両親は共に
石川県・輪島の出身で、幼いころから輪島の漆器に親しんで育ったそう
です。スペースたかもりを開設して以来、その姿勢は単なるモノとお金の
行き来ではなく、一貫して「（漆の）使い手仲間を増やしたい」という
一心で、その美しさ、心地よさを伝えてきた28年間だったといいます。
そして、昨年の能登半島地震。その髙森さんに漆のお話、思いを聞きます。

参加費：無料 参加費：無料 
中央大学

髙森 寛子さん　プロフィール

1936年東京生まれ、文京区在住。エッセイス
ト、茗荷谷で漆に特化したギャラリー「スペース
たかもり」を主宰。年に5、6回の企画展を開催
している。婦人雑誌の編集者を経て、日本にあ
るさまざまな生活道具を紹介し、作り手と使い
手をつなごうと、数々の試みを行ってきた。著
書に『85歳現役、暮らしの中心は台所』（2022
年小学館）等。最新刊は、『輪島と漆』（輪島キリ
モト代表・桐本泰一氏との共著、亜紀書房）。
＊今回のmTALKは、インタビューアーに伝統工
芸ライターの関根由子（文京区在住）さんを迎
えてお話しを聞きます。9月13日

14：00～15：30
9月13日
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大きくひらく、つながる場。

Oos のアクセス

文京区立大塚地域活動センター
〒112-0012 文京区大塚1丁目4番1号 
電話 03-3947-2624


